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書院としての懐徳堂
湯　浅　邦　弘 *
はじめに
＊ 大阪大学大学院文学研究科教授
CGで再現した懐徳堂玄関
懐徳書院教授印
　享保九年（1724）、大坂の有力町人「五同志」は、龍野出身の学者中井甃庵とはかり、三宅
石庵を学主（校長・教授）に迎えて学塾を創設した。その学校は、石庵により、「懐徳堂」と
命名された。二年後の享保十一年（1726）には、中井甃庵の奔走もあり、江戸幕府から官許を
得、正式に「大坂学問所」となった。ただ、その後も、「大坂町人による運営」「町人に開かれ
た学校」という基本姿勢は変わらなかった。いわば、半官半民の学校だったのである。
　そうした性格は、懐徳堂の名称にも反映されている。上の印は、第四代学主中井竹山が使用
していた懐徳堂の公印である。「懐徳書院教授」と刻まれている。また、竹山が宝暦十四年（明
和元年）（1764）に制定した規定にも、「懐徳書院掲示」と記されている。すなわち、懐徳堂は、
中国「書院」の制度・精神を基盤とする学校だったのである。書院とは、中国の白鹿洞書院に
代表されるとおり、官学に対する私立学校の意を表し、重要な教育機関として発展を遂げた。
東アジアの教育制度を考える際、書院は看過できない存在である。
　そこで、本稿では、懐徳堂を「書院」という角度から改めて検討してみることにしよう。そ
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の際、問題となるのは、「書院」の構成要素であろう。書院の詳細な定義はなかなか困難であ
るが、ここでは、以下の点に留意して、考察を進めることとしたい。
　まず、「施設」と「構成員」である。書院は学校である以上、それにふさわしい規模の施設
を備え、教員、学生、そして運営にあたる職員がいるはずである。まずはこうした要件を備え
ているか注目したい。
　次に、「経営」「教育課程」「学則」。書院を経営していたのはどのような母体か、また、経費
はどのように捻出されていたのか。さらには、書院における教育課程（いわゆるカリキュラム）
や学則・学規は、どのように定められていたのか。こうした点も、書院を考える際の必須の要
件であろう。
　また、「刻書」という機能にも注目したい。書院の重要な機能の一つに出版がある。現在の
ような印刷出版業が整備される以前、書院はそうした機能を担う存在であった。こうした面か
らも書院を考えることが可能である。
　なお、「祭祀」も、書院の機能として注目しておくべき点であろう。書院は、学校としての
機能に加え、儒教の祭祀儀礼を挙行する場、地域の拠点としての役割を果たしている場合があ
る。この点にも注目しておこう。
1　施　設
三宅石庵による「懐徳堂」幅
　懐徳堂の施設は、五同志の一人道明寺屋吉左右衛門（富永芳春）が、尼崎一丁目（現在の大
阪市中央区今橋三丁目）にあった表口六間半（十二メートル弱）、奥行二十間（約三十六メー
トル）の私邸を提供したものである。その学舎は、享保十一年に、幕府の官許を得て隣接する
校地を下賜される形となり、間口十一間（約二十メートル）、奥行二十間となった。その際、
講堂を修復するとともに、従来より三宅石庵が居住していた部分を右塾とし、また、新地部分
に門と左塾を建て、預り人（事務長）中井甃庵を住まわせることとなった。さらに、東北隅に
二間×六間の長屋を建て寄宿寮にあてた。これにより、懐徳堂は、講堂、右塾、左塾、寄宿寮
を備える堂々たる学舎となった。
　学内には、「懐徳堂」の額が掲げられた。写真の「懐徳堂」幅は、縦39.8㎝、横83.7㎝。「懐
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徳堂」の三字を大書した三宅石庵筆の書幅である。もとは額に仕立てて、懐徳堂の講堂に掲げ
てあったが、後に刻額を作って玄関に掲げ、本幅は掛軸に仕立て変えることになったという。
「懐徳」とは、徳を懐うという意味で、『論語』里仁篇の「君子懐徳、小人懐土」に基づくとす
るのが有力な説である。
　このように、懐徳堂は名実ともに、当初から学校の体裁をきちんと備えていた。江戸時代の
私塾の中には、儒者の狭隘な私宅を開放して学舎にあてていた場合もあるが、懐徳堂は、発足
当初から、学校としての基本的な設備が整えられていたのである。
　なお、蛇足ながら、大正五年（1916）に大阪市東区豊後町（現・中央区本町橋）に再建され
た重建懐徳堂は、その敷地を大阪府から無償貸与されたものであった。敷地面積は三百六十一
坪、建物は、講堂（木造平屋）、事務所（木造二階建）、書庫・研究室棟（鉄筋コンクリート三
階建）からなり、講堂規模は、縦26m×横16.4m、床面積425平米（126坪）であった。
2　構成員
　次に、懐徳堂の構成員を確認してみよう。懐徳堂では、学務の最高責任者として学主（教授）
一名を置いた。初代学主は三宅石庵であり、以下、二代目が中井甃庵、三代目が三宅春楼、四
代目が中井竹山と続く。これを教務面で支えたのが「助教」である。現在の大学制度で言えば、
准教授といったところであろうか。三宅石庵の頃、五井蘭洲、並河誠所、井上赤水らは助教と
して懐徳堂を支えた。
　一方、校務の最高責任者として預り人が置かれた。懐徳堂は、江戸幕府から校地をお預かり
しているという意味で、事務長のことをこう称したのである。初代の預り人は、中井甃庵である。
　受講生は、通学生と寄宿生とに大別される。残念ながら、懐徳堂には、受講生名簿が残って
いないので、受講生数は未詳である。ただ、享保十一年に、三宅石庵が開講記念講義を行った
際の受講生名簿「浪華学問所懐徳堂開講会徒」が残っており、そこには78名が列挙されている。
また、近年発見された中井甃庵の書簡によれば、その際の受講生の総数は百名であったと記さ
れている。名簿に名前を記載されなかった人もいたのであろう。確かに、旧懐徳堂の平面図を
参考にすれば、講堂や隣接する部屋のふすまを取り払ってしまえば、その程度の人数を収容で
きたと考えられる。
　また、寄宿生についても、名簿は残っていないが、一つの目安となる数字はある。懐徳堂
は、寛政四年（1792）、市中の火災によって類焼する。時の学主中井竹山はただちに再建に向
けて奔走し、懐徳堂は、同七年から八年にかけて再建された。その際、懐徳堂の東側に五つの
寄宿舎が増設され、各々、「梅舎」「桃舎」「槐舎」「桂舎」「楓舎」と命名された。この学寮に
は少なくとも二、三十人は収容できたという。これにより、懐徳堂のおおよその受講生数が推
測されよう。
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3 　経　営
　懐徳堂の大きな特徴の一つは、経営母体である。大坂町人が出資し、運営を担ったのであ
る。発足時は、三星屋武右衛門（中村睦峰、号は良斎）、道明寺屋吉左右衛門（富永芳春）、舟
橋屋四郎右衛門（長崎克之）、備前屋吉兵衛（吉田盈枝）、鴻池又四郎（山中宗古）の五人が中
心となったので、これを「五同志」と呼んだ。後には、この五同志を中心とする町人たちによ
り「同志会」が結成され、彼らが、学主・預り人と協議しつつ運営にあたった。
　具体的な経営手法は次のようなものである。まず彼らは、懐徳堂の創設に際して基金を拠出
した。またそれを運用して利益を稼ぐなど、商人の才覚を発揮して懐徳堂の経済的基盤を作っ
た。一方、受講生の謝礼（受講料）にはあまり期待をかけていなかった。謝礼は、五節句ごと
に銀一匁または二匁ずつ、また、貧苦の者は「紙一折、筆一対」でもよいという緩やかなもの
であった。
　こうした運営の苦労を物語る資料を一つ指摘しておこう。「懐徳堂義金簿」である。これは、
安永九年（1780）から天明四年（1784）までの五年間の義金積み立てとその使途、および貸し
付けとその利息などを記録したものである。所々に中井竹山の書き入れがある。冒頭に「天明
元丑年（1781）十二月　懐徳堂同志」の趣意書を掲げた後、同志の義捐金および氏名を列記し
ている。懐徳堂は、官許学問所となるに際して、建物の敷地は幕府からの恩賜によったが、校
舎の普請については、五同志などの義捐金によっていた。また、懐徳堂の経営については、受
講生の学費には多くを期待せず、やはり、五同志を中心とする同志会の醵金とその運用利益に
よっていた。ところが、開講してから五十五年の後、その醵金が減少してきた状況を踏まえ、
「只今にては御修覆料（基金）一向に手薄く相成り之有り候」として、「此の節迄相集まり申し
候同志義金」を帳面に記したとの次第を「趣意書」に記載している。これに続く、義金名簿に
は、白木屋彦太郎の「銀六貫目」を最高に、「銀三百目」までの義金が記され、その総額は
一八貫九四匁にのぼっている。また、そこから三回分の学校修復費九百匁と旧返済費六百匁と
を差し引いた残金十六貫五九四匁の内、十六貫を月六朱から八朱の利息で貸し付けている状況
も記されている（当時、米一石は約六十匁。上方人足の労賃は一日一人一匁二分程度）。懐徳
堂の財政運営の一端を窺うことのできる貴重な記録である。
　当時の大坂には、官学や藩校はなかった。武士も、総人口の一割にも満たなかった。そうし
た中、町人が自ら出資して教育機関を設立したのである。現代でも、企業の文化支援活動を
「メセナ」と呼んでいるが、大坂町人による懐徳堂の運営は、まさにメセナ活動の先駆であっ
た。
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4 　教育課程
　それでは、こうした経営に支えられた懐徳堂では、どのような授業が行われていたのであろ
うか。教育課程、いわゆるカリキュラムの問題である。懐徳堂の校務記録『懐徳堂内事記』に
より、この点の概略を確認してみよう。
　懐徳堂では、平日の講義を「日講」と呼んでいた。初期懐徳堂では、学主三宅石庵が講釈を
あまり好まなかったことにより、助教の五井蘭洲、並河誠所、井上赤水らが日々の講義を務め
た。日講のテキストは、四書（『大学』『中庸』『論語』『孟子』）および『書経』『詩経』『春秋
胡安国伝』『小学』『近思録』。休日は、毎月の一日、八日、十五日、二十五日と規定された。
　宝暦八年（1758）、三代目学主に就任した三宅春楼は、同年八月十九日、学主としての初の
講義で『大学』を講じたという。以後、「四九の夜講」（毎月四と九のつく日の夜の講義）で『大
学』の講釈を担当した。また、助教の五井蘭洲も、同年八月二十二日に『易伝』を講じたのを
皮切りに、以後「二七の朝講」（毎月二と七のつく日の朝の講義）で『易伝』の講釈を担当した。
　天明二年（1782）、四代目学主に就任した中井竹山は、同年十二月二日、学主としての初の
講義に臨み、『論語』学而篇第六章を講じた。竹山の学主就任前、先代の三宅春楼が病弱であ
ったため、毎月六回分の日講以外は、学主による講習などは一切なく、学風が弛緩していたと
いう。そこで竹山は、講義に専念し、「二七の朝講」では『尚書』を、同日の夜講では『近思録』
を講じ、同月三日からは昼に『淵源録』の会読を開始、四日からは夜に『大学』を講義し、六
日の昼には『左伝』の会読を開始した。これにより、休日を除く毎日、学主の講義が精力的に
行われることとなった。
　ちなみに、懐徳堂の休講日は、開講当時の定書に記された規定では、毎月の一日、八日、
十五日、二十五日。三宅春楼が学主に就任した宝暦八年の規定では、毎月の一と五の日。中井
竹山が学主に就任した天明二年の規定では、毎月の五と十の日となった。
　『懐徳堂内事記』により、天明二年（1782）、中井竹山が学主に就任した頃のカリキュラムを
再現してみると次の表のようになる。
朝 昼 夜
1
2 尚書講義 近思録講義
3 淵源録会読
4 大学講義
5 （休　日）
6 左伝会読
7 尚書講義 近思録講義
8
9 大学講義
10 （休　日）
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　なお、懐徳堂では、正式な講義の他、同志会や詩会といった自主的な勉強会も開かれてい
た。さらに、夜の講義の後に教授を囲む談義の場があったようである。『懐徳堂夜話』は、そ
の一端を伝えている。この書は、懐徳堂学舎において、夜の講義の後に語られた談義を漢字片
仮名交じり文で記録したもので、談者は中井碩果（中井竹山の第七子、竹山の後の懐徳堂教
授）、筆録者はその門人の野村広善である。碩果の当時の懐徳堂では、二四七九のつく日に夜
講が開かれていたが、その講義の後、碩果は門人と雑談を交わした。その中で記録しておくべ
き有益な話をまとめたのが本書である。天保七年（1836）九月二二日から同十年十月二二日ま
で、すなわち碩果六六歳から六九歳までの記録である。
　内容は、日付の後に当日の夜講で講じられたテキスト名をあげた後、夜話を筆録している。
例えば、天保八年六月十二日の夜講は『孟子』と記されているが、その日の夜話では米価高騰
が話題となり、碩果は「日本は結構な土地」でどこでも米ができるが、「オロシヤなどは、千
里も通ふ間に米一粒も出来ざる土地あり。清土（中国）もそれ程にはなけれども、日本のやう
にはなし」と述べている。いずれも当日の講義とは直接関係のない談義ではあるが、当時の世
相や懐徳堂の特質、教授の人柄などを具体的に示す貴重な資料である。
　懐徳堂では、こうして朝から晩まで、勉強が続けられたのである。
5　学　則
宝暦八年（1758）制定の
「定
さだめがき
書」全三条
　次に、このカリキュラムの前提となる学則について確認してみよう。懐徳堂の学則は、壁
書、定約、定書などとして堂内や学寮に掲示された。それらは伝統的な儒教道徳を背景としな
がらも、当時としては、かなり自由な精神をもっていたことが分かる。
　創建時の懐徳堂玄関に掲げられていた「壁書」には、職業活動の前提としての「忠孝」の重
要性が説かれる一方、席次について、講義開始後に出席した場合は、武家方と町人との区別は
ないとされていた。また、享保十一年制定の「謝儀」に関する規定では、礼をつくし気持ちを
表して出席するのが第一であるから、貧しい者は規定にとらわれず、「紙一折」または「筆一対」
でもよいと定めている。
　さらに、懐徳堂教育の在り方を示す代表的な定書として、「宝暦八年（1758）定書」が注目
される。
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　これは、懐徳堂に寄宿していた学生を対象として学寮に掲示されたもので、第一条は、懐徳
堂の書生間の交わりについて、貴賤貧富を問わず同輩だとしている。ただし、大人と子供の区
別はあり、また、座席については、新旧（新参か古参か）、長幼（年齢）、学問の進度などを指
標として、互いに譲り合うこととしている。第二条は、寄宿生について、私事による外出は認
めないとする。ただし、やむを得ぬ用事やその宿先（勤務先・実家など）から断りがあった場
合は例外とする。第三条は、同じく寄宿生について、その謝礼は十五歳から納めることと規定
する。
　この内、特に第一条は、「士農工商」という厳格な身分制度のあった当時においては、画期
的な内容である。現代社会の教育理念を先取りするかのような崇高な精神を備えている。
　続く、「安永七年六月定全八条」も、代表的な学則である。これは、懐徳堂内に寄宿してい
た書生の生活態度について、中井竹山が定めた最も代表的な規定で、全八条からなる。『懐徳』
十一号の中井木菟麻呂「懐徳堂遺物寄進の記」中に「懐徳堂壁署三面」の一つとして翻刻され
ており、その中で木菟麻呂は、「学校預り人（中井）桐園が毎休日の朝、寄宿生を講堂に集めて、
読み聴かせられるのがきまりであった」と述べている。
　第一条は、書生の面々互いに申し合わせて行儀を守り、かりそめにも箕踞（足を投げ出して
座る）・偃臥（ごろんと横になる）などしてはならないとする。第二条は、学問に関する談義
や典雅な話題の他は、無益の雑談を慎み、場所柄をわきまえ、卑俗な談義は堅く停止と規定す
る。第三条は、病気でもないのに、みだりに昼寝・宵寝をしてはならないとする。第四条は、
学業の余暇には、習字・算術・試作・訳文など、各々に応じて心懸けることを説く。第五条は、
休日やその他の余暇には、和訳の軍書や近代の記録物などを心懸けて読むべきこととする。第
六条は、囲碁や将棋などは社交のため、また気分転換のためならば差し支えはないが、休日以
外は日中そのような雑芸に関わってはならないとする。第七条は、互いに行き届かないことに
ついては、同輩が互いに心をつかい、切磋することとするが、それが行き過ぎてトラブルにな
った場合には、第八条で、早々にその旨を申し出ることとしている。
　総じて、学校側からの高圧的な規定と言うよりは、学生相互の自律・自助を勧める内容とな
っている。また、寄宿生の生活態度が極めて厳格に規定されていたことも分かるが、一方で、
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そうした規定が必要となるような実状のあったことも示唆されていて興味深い。
　この他、学則ではないが、懐徳堂の基本精神を示したものとして、白鹿洞書院掲示、朱文公
大書、堂聯、入徳門聯などがある。
　まず、白鹿洞書院掲示は、南宋の朱子が定めた学生心得である。懐徳堂では、天明二年、中
井竹山が第四代学主に就任した際、この学規を巨板に刻んで講堂に掲示し、また中井履軒もこ
れを抄写して堂内に掲げたという。朱子学を宗とした懐徳堂の精神を端的に示していると言え
よう。
白鹿洞書院掲示拓本（中井履軒）
　また、朱文公大書拓本は、朱子の書の摸刻を拓本にとり軸装したもので、全四幅からなる。
底本となった朱子の四行書は、徳川将軍家の所蔵品であったが、中井竹山がこれを借用し、大
坂の篆刻家で竹山の門人でもあった前川虚舟が二枚四面の刻板に摸刻した。この刻板からさら
に拓本をとり、掛軸の形に表装したものが本資料である。本文には「読聖賢書」「立修斉志」
「存忠孝心」「行仁義事」（聖賢の書を読み、修斉の志を立て、忠孝の心を存し、仁義の事を行
う）とある。内から外へという朱子学における修養の工夫を説いている。懐徳堂は、官許学問
所として、幕府の認めた官学である朱子学を奉じ、荻生徂徠以降に盛んとなった朱子批判には
反対の立場をとっていた。竹山が将軍家よりこの四行書を借り受けて摸刻させたことは、朱子
学を奉じる懐徳堂の立場をより鮮明にする行為でもあったと考えられる。
　次に、堂聯は、懐徳堂の講堂南面の二つの柱に掲示されていた聯である。中井竹山の揮毫に
よる。この聯は、本来、「經術心之準繩、文章道之羽翼」（経術は心の準縄、文章は道の羽翼）
という上下二句から成っており、各々一枚の紙に筆写され、左右相対して掲げられていた。現
在、懐徳堂文庫に伝わっているのは、向かって左側にあった下聯「文章道之羽翼」のみである。
　この聯に対する解説が、竹山の書簡を集成した『竹山先生国字牘』に見える。その中で竹山
は、若年の頃から学問修行の主旨は「経術」「文章」の二つにあり、この二つを極めなければ
大成とは言えない。「羽翼」は単なる補佐という意味ではなく、まさに鳥を飛ばすことのでき
る翼の意味であり、飛翔させる道具として喩えたものである。宋代の儒者は、久しく廃絶しか
けていた聖学を後世に伝え、正しい道を飛翔させたが、それは文章によってである。その文章
が美しかったからこそ、時間・空間を越えて飛翔したのである、と解説し、自ら「修身の事業
はこの一聯にあり」と、この聯の内容を極めて重視している。竹山が記したこの聯は、文章を
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軽視する当時の風潮を批判し、「経術」と「文章」とが表裏一体の関係にあることを宣言して
いるのである。
　さらに、入徳門聯も注目される。これは、中井竹山の筆になる竹製の聯である。懐徳堂の外
門を入ると、講堂に通ずる庭「已有園」があった。この竹聯は、その庭の組格子の中門の左右
に掛けられていたものである。この門の上に竹山の筆で「入徳之門」と記した額がかけられて
いたことから、この聯を特に「入徳門聯」と呼ぶ。一本の竹を縦に二つに割り、各々の表面に
石灰で「力學以修己」「立言以治人」と白書している。自己の修養努力と、それを基にした社
会的活動（経世）の重要性を説く内容となっている。
　懐徳堂では、公式な学則とともに、これらの掲示・聯などによって、書院の精神を明示して
いたのである。
朱文公大書拓本 堂聯 入徳門聯
6 　刻　書
　書院の機能の一つとして、印刷・出版をあげることができよう。中井竹山・履軒は多くの著
作を残したが、それらの内のいくつかは、懐徳堂蔵版としても版行されている。
　前記のように、懐徳堂では、五つの学寮が附設された。寛政年間に懐徳堂は、市内の火災で
類焼し、その再建設計図面である寛政七年着工図面によれば、正門を入って右側に「学寮一」、
それに続いて、「同二」～「同五」までの区画が明示されている。ところが、幕末期の懐徳堂
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の様子を示した平面図によると、それらが後に改築され、その内の一つが「学校版スリ部屋」
となっていることが分かる。懐徳堂では、版木を使った印刷が行われていたのである。版行が
確認されているものとしては、五井蘭洲『非物篇』『瑣語』『質疑篇』、中井竹山『非徴』『逸史』
『詩律兆』『社倉私議』、中井履軒『通語』『華胥国物語』などがある。
　その印刷原版である版木は、大切に保管されていたようであるが、懐徳堂最後の預り人中井
桐園は、幕末維新の動乱に際し、『逸史』『詩律兆』『通語』『非物篇』『非徴』『瑣語』『質疑篇』
などの版木を売却するまでに至り、教授並河寒泉は、その行為を不満に思い、竹山の署名のあ
るものを一部買い戻したという。
　現在、大阪大学懐徳堂文庫には、二百枚余の版木が残されているが、その中で最も美麗なも
のは、中井履軒の『華胥国物語』版木全十枚（各22.6×43.5㎝）であろう。
中井履軒『華胥国物語』版木
　なお、出版ではないが、図書蒐集もこれに類する事業であるとすれば、懐徳堂は、その機能
をも果たしたと言えよう。大正時代に再建された重建懐徳堂には約 3万 6千点の蔵書が収めら
れていた。中でも、西村天囚の『楚辞』コレクションは貴重な資料である。
　財団法人懐徳堂記念会の設立および重建懐徳堂の建設に尽力した西村天囚は、晩年には『楚
辞』『尚書』の研究と資料蒐集に努めた。天囚の書斎は「読騒廬」と名づけられたが、「騒」と
は、『楚辞』に収められた屈原の長編叙事詩を指す。懐徳堂記念会には、「読騒廬」の扁額のか
かった書斎に座る天囚の写真が残されている。
　この『楚辞』コレクションは、百種近くに及んだため、「楚辞百種」と総称され、後に「碩
園記念文庫」として重建懐徳堂に寄贈された。昭和十一年（1936）には、中国の精華大学教授
劉文典が来堂し、この「楚辞百種」を中心とする碩園記念文庫の調査研究を行っている。
　これらの蔵書は、多数の器物とともに、戦災を免れた。昭和20年（1945）、再建された懐徳
堂（重建懐徳堂）は、大阪大空襲により木造の講堂を失ったが、鉄筋コンクリート造りの書庫・
研究室棟（三階建て）は災禍を免れた。拠点を失った懐徳堂は、その後、昭和24年になって、
大阪大学に一括して資料を寄贈。それらは「懐徳堂文庫」と命名され、現在に至っている。資
料点数は、その後の受贈・購入分を含め、現在約 5万点にのぼる。
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7 　祭　祀
　書院の機能として、最後に、祭祀について言及しておきたい。中国・韓国では、書院におい
て儒教祭祀が挙行され、地域の宗教拠点としての機能を果たしている場合がある。
　結論から先に言えば、懐徳堂では、学舎内の祠堂・祠室において先祖の霊を祭っていた事実
はある。しかし、懐徳堂が大坂の宗教儀礼の拠点となっていたわけではない。
　「諸役免除」という言葉がある。これは、官許学問所となった懐徳堂が、通常の諸役を免除
されたことをいう。当時の大坂は、北組、南組、天満組の三郷からなり、東西の町奉行が市政
を管轄していたが、日常の諸事は、三郷に配されていた惣年寄や各町の年寄を経ることとなっ
ていた。しかし、懐徳堂は、享保十一年（1726）に幕府の官許を得たことにより、そうした町
政の管轄を離れることとなったのである。具体的には、丁役は免除され、人別も町方とは別証
文となり、各種申請・報告なども町方を経由せず、直接奉行所に届け出ることとなった。さら
に、帯刀の者を勝手に止宿させることは、大坂三郷内では禁止されていたが、懐徳堂では、帯
刀した儒生の滞在も多かったことから、止宿させることも届け出無用とされた。こうした特権
と引き替えに、懐徳堂は、奉行所や大坂城代との直接交渉が多くなったが、中井竹山は政治的
才能を発揮して懐徳堂の発展に努めた。従って、懐徳堂は、大坂町人に開放された学問所では
あったが、宗教儀礼の拠点としての機能は果たしていなかったのである。
　ただし、寛政年間に懐徳堂が焼失した際、懐徳堂の性格に変化が生ずる可能性があった。中
井竹山は、焼失後、ただちに再建計画を二つ立案し、幕府に提出している。その内の一つ（敷
地面積を二倍に拡充する案）の図面によれば、敷地内に「聖堂」（孔子廟）の建設が予定され
ていた。しかし、再建にかかる見積額は、幕府との交渉の過程で再三にわたって減額され、結
局、竹山は、今ひとつの案（焼失前の敷地面積に従う）による再建を余儀なくされた。これに
より、聖堂の建設は見送られたのである。仮に、前者の案が認められ、聖堂が建設されていれ
ば、懐徳堂は、宗教儀礼の場としての性格を備えるに至っていたかもしれない。
おわりに
　以上、種々の観点から、懐徳堂の「書院」機能について検討を加えてきた。懐徳堂は、発足
当時から、中国「書院」の制度を一つの規範としていた。当時の学校といえば、幕府の官学で
ある昌平黌の他、各藩の藩校、儒者の私塾、寺子屋などがあったが、懐徳堂は、そのいずれと
も異なる半官半民の学校であった。朱子学を基本とする、町人のための書院として運営されて
いたのである。
　もっとも、当時の日本では、いわゆる寺請制度（寺檀制度）により、各家は仏教寺院との関
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係を明確にさせられた。中国・韓国では、書院において儒教儀礼が挙行され、書院が地域の宗
教拠点となっている場合もあったが、この点は、懐徳堂に見られない要素であった。また、中
国・韓国の書院が官吏養成機関としての性格を有していたのに対し、懐徳堂は、「人の道」「忠
孝」を町人たちに教える場であった。この点も、懐徳堂の特色である。
　ただ、それ以外は、書院の基本的な機能を備える学校であったといえよう。大阪学問所懐徳
堂は、江戸時代の後半、約140年にわたって、書院としての歴史を刻んだのである。
　その懐徳堂は、幕末維新の混乱を乗り切ることができず、明治 2年（1869）、閉校となる。
しかし、明治の末、懐徳堂の復興を求める声が大阪にわき上がった。その声はやがて、大正 5
年（1916）の重建懐徳堂再建につながっていく。大阪市民の醵金により再建された懐徳堂は、
新たな装いのもとに、書院としての精神を復活させたのである。
〈附録〉懐徳堂略年表
【懐徳堂の成立から閉校まで】
1724（享保 9）大坂の有力町人「五同志」、三宅石庵を迎え、「懐徳堂」を設立。
1726（享保11） 懐徳堂に官許の認可がおりる。初代学主に三宅石庵、預り人に中井甃庵が就任。
石庵、開学記念講義を行う（『万年先生論孟首章講義』）。
1758（宝暦 8） 中井甃庵没。三宅春楼（47歳）学主、中井竹山（29歳）預り人となる。「宝暦
八年定書」全 3条、「懐徳堂定約附記」全 5条制定。
1767（明和 4）中井履軒「水哉館」を開く。五井蘭洲『瑣語』刊行。
1771（明和 8）懐徳堂で『大日本史』の筆写開始。中井竹山、『龍野貞婦記録』を著す。
1773（安永 2）中井履軒『越俎弄筆』成書。
1784（天明 4）五井蘭洲『非物篇』、中井竹山『非徴』、懐徳堂蔵版で刊行。
1788（天明 8）松平定信来坂、竹山その諮問に答える。
1790（寛政 2）寛政異学の禁、発令。
1791（寛政 3）中井竹山の経世策をまとめた『草茅危言』完成。
1799（寛政11）中井竹山、『逸史』を幕府に献上。
1813（文化10）並河寒泉、懐徳堂に入る。履軒の『七経逢原』このころ完成か。
1838（天保 9）緒方洪庵、適塾を開学。
1854（嘉永 7） 9 月、ロシア軍艦ディアナ号大坂港に入港。寒泉・桐園ロシア使節の応対に出
る。
1869（明治 2）財政逼迫し、懐徳堂を閉鎖。
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【懐徳堂の再興から焼失まで】
1910（明治43） 西村天囚、「五井蘭洲伝」を講演、懐徳堂記念会設立。
1911（明治44） 府立大阪博物場美術館において懐徳堂展覧会開催。懐徳堂師儒公祭挙行される。
西村天囚『懐徳堂考』刊行。懐徳堂記念会から『懐徳堂五種』『懐徳堂印存』
など復刊される。
1913（大正 2）懐徳堂記念会、財団法人として認可される。
1914（大正 3） 懐徳堂記念会、『懐徳堂紀年』（中井木菟麻呂執筆）に修正・削除を加え、大正
天皇に献上。重建懐徳堂の建設が決まる。
1916（大正 5）大阪市東区豊後町19番地に重建懐徳堂竣工、松山直蔵を教授として招聘。
1922（大正11）孔子没後2400年記念事業として、孔子祭を挙行する。
1923（大正12） 孔子没後2400年記念刊行として、武内義雄講師校訂の『論語義疏』、懐徳堂よ
り出版される。懐徳堂堂友会発足。
1924（大正13）懐徳堂堂友会、『懐徳』を創刊。
1925（大正14） 『懐徳堂文科学術講演集』『懐徳堂百科通俗講演集第一輯』刊行。西村天囚旧蔵
書、碩園記念文庫として懐徳堂に寄贈される。懐徳堂記念会、天囚の『懐徳堂
考』を再刊。
1926（大正15） 懐徳堂創学200年、重建懐徳堂10周年記念として懐徳堂書庫ならびに研究室竣
工。『懐徳堂要覧』刊行。
1931（昭和 6）中井木菟麻呂「旧懐徳堂平面図」作成。
1932（昭和 7）中井木菟麻呂、中井家伝来の懐徳堂関係資料を懐徳堂記念会に寄贈。
1936（昭和11）中国の精華大学教授劉文典来堂、碩園文庫の調査研究を行う。
1945（昭和20）大阪大空襲により書庫部分を除き重建懐徳堂焼失。
重建懐徳堂
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【現在の懐徳堂】
1949（昭和24） 懐徳堂記念会、戦災を免れた重建懐徳堂蔵書を一括して大阪大学に寄贈。「懐
徳堂文庫」と命名され、受入先となった文学部が整理にあたる。（この当時、
図書館本館はまだ建設されておらず、各部局に文学部分室、法学部分室のよう
に分室が設けられていた。なお、分室は後に分館と改称された。）
1956（昭和31） 懐徳堂回顧展開催（大阪阪急百貨店）。懐徳堂文庫、大阪大学文学部から附属
図書館に管理換となる。
1970（昭和45）『懐徳堂文庫図書目録』編纂のための総合調査始まる。
1976（昭和51）『懐徳堂文庫図書目録』（大阪大学文学部）、刊行。
1988（昭和63）『懐徳堂文庫復刊叢書』（懐徳堂友の会・懐徳堂記念会）の刊行開始。
1994（平成 6）図録『懐徳堂─浪華の学問所』（懐徳堂友の会・懐徳堂記念会）刊行。
1999（平成11）懐徳堂記念会創立90年記念『懐徳堂記念会の九十年』刊行。
2000（平成12） 懐徳堂文庫資料の電子情報化開始。大阪大学附属図書館内に研究開発室開設。
懐徳堂研究会（事務局は大阪大学中国哲学研究室）発足。
2001（平成13） 5 月、大阪大学創立70周年記念事業として、CGによる旧懐徳堂学舎の再現、
貴重資料データベースの公開などが行われる。 8月、懐徳堂文庫全資料、大阪
大学附属図書館旧館書庫から新館（平成12。 3 。28竣工） 6階貴重図書室に総
合移転される。
2002（平成14） 『懐徳堂文庫図書目録』全頁を電子化した「懐徳堂文庫電子図書目録」を制作、
インターネットで公開。
2003（平成15） 懐徳堂研究の総合サイトWEB懐徳堂（http://kaitokudo。jp/）公開。「電子懐徳
堂考」CD─ROM制作される。
2007（平成19）（財）懐徳堂記念会創立100周年（2010年）に向けての記念事業が開始される。
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